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平成 27 年 12 月 24 日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 壱 番 屋

代表者の役職名 代表取締役社長 浜 島 俊 哉 

（コード番号  7630 東証第 1 部・名証第 1 部）

（問い合わせ先）常務取締役経営企画室担当 阪口裕司 

ＴＥＬ 0586-81-0792 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 
 
  最近の業績動向を踏まえ、平成 27 年 7 月 6 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせ

いたします。 

記 
 

１．業績予想の修正について 

平成 28 年 5 月期第 2 四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 27 年 6 月 1 日～平成 27 年 11 月 30 日） 

 
売上高 
（百万円）

営業利益 
    （百万円）

経常利益 
    （百万円）

親会社株主に

帰属する  

四半期純利益 
    （百万円） 

1 株当り 

四半期純利益

（円 銭） 

前回発表予想（Ａ） 21,500 2,110 2,200 1,340 83.94

今回修正予想（Ｂ） 22,218 2,428 2,585 1,660 104.05

増減額（Ｂ－Ａ） 718 318 385 320 －

増減率（％） 3.3% 15.1％ 17.5％ 23.9% －

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成27年5月期第２四半期） 
21,799 2,345 2,425 1,508 94.48

 
平成 28 年 5 月期第 2 四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成 27 年 6 月 1 日～平成 27 年 11 月 30 日） 

 
売上高 
（百万円）

営業利益 
    （百万円）

経常利益 
    （百万円）

四半期純利益 
    （百万円） 

1 株当り 

四半期純利益

（円 銭） 

前回発表予想（Ａ） 20,700 2,130 2,210 1,350 84.57

今回修正予想（Ｂ） 21,462 2,410 2,566 1,648 103.24

増減額（Ｂ－Ａ） 762 280 356 298 －

増減率（％） 3.7% 13.1％ 16.1％ 22.1% －

（ご参考）前期第 2四半期実績 

（平成27年5月期第2四半期） 
21,228 2,367 2,443 1,524 95.48
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平成 28 年 5 月期通期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 27 年 6 月 1 日～平成 28 年 5 月 31 日） 

 
売上高 
（百万円）

営業利益 
    （百万円）

経常利益 
    （百万円）

親会社株主に

帰属する  

当期純利益 
    （百万円） 

1 株当り 

当期純利益 

（円 銭） 

前回発表予想（Ａ） 43,900 4,440 4,610 2,810 176.03

今回修正予想（Ｂ） 44,800 4,550 4,800 3,300 206.73

増減額（Ｂ－Ａ） 900 110 190 490 －

増減率（％） 2.1% 2.5％ 4.1％ 17.4% －

（ご参考）前期実績 

（平成 27 年 5 月期） 
44,014 4,596 4,717 2,726 170.80

 
平成 28 年 5 月期通期（累計）個別業績予想数値の修正（平成 27 年 6 月 1 日～平成 28 年 5 月 31 日） 

 
売上高 
（百万円）

営業利益 
    （百万円）

経常利益 
    （百万円）

当期純利益 
    （百万円） 

1 株当り 

当期純利益 

（円 銭） 

前回発表予想（Ａ） 42,300 4,480 4,640 2,850 178.54

今回修正予想（Ｂ） 43,300 4,590 4,830 3,330 208.61

増減額（Ｂ－Ａ） 1,000 110 190 480 －

増減率（％） 2.4% 2.5％ 4.1％ 16.8% －

（ご参考）前期実績 

（平成 27 年 5 月期） 
42,749 4,633 4,750 2,783 174.38

 

 
２．修正の理由  

当第 2 四半期の連結業績予想につきまして、既存店売上高が前年比 3.3％増と好調に推移したことから、売上

高は前回発表予想を 718 百万円上回る見込みとなりました。各利益につきましても、売上高が好調であったこ

とから、前回発表予想を、営業利益は 318 百万円、経常利益は 385 百万円、親会社株主に帰属する四半期純利

益は 320 百万円、それぞれ上回る見込みであります。 

個別業績予想につきましても、連結業績予想と同様の理由で修正いたします。 

また、通期の業績予想につきましては、人件費や原価をはじめとした諸コストの増加が見込まれますが、第２

四半期累計期間の業績修正数値を踏まえ、売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は、

当初の予想を上回る見込みであります。 

 
※ 上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績は、今後様々な要因

によって予想数値と異なる場合がございます。 

 
以上 


